
文化財活用まちづくり計画

保存活用のための取り組み

上毛町【福岡県】

■策定年月：平成24年3月■人口：7673人■面積：62㎢
■担当課：上毛町教育委員会教務課（平成30年3月現在）

町に残る自然、歴史、文化等の資源を活かして地域活動やコミュニティ活動の充実を図り、観光客の受け
入れに住民が携わるなど、多様な視点から交流活動を推進し、地域間交流、更には都市との交流を目指す
ものである。

装飾古墳、古代の三毛郡の中心、修験道関連の遺跡、
地域住民による神楽奉納、清流のホタル

・文化財の周知について不十分
・盗難、焼失等に対する対策が不十分
・地域資源としての活用が不十分

・町の宝を守り、次世代に継承する
・町の宝を整備し、活用する
・おもてなしの心を広げる
・交流の輪を広げる

町の宝を守り、次世代に継承す
る

未活用の文化財や地域資源を整備し、多様な活用
を行う。また、情報拠点や来訪者へのおもてなし
の拠点などを整備し、活用する。

町の宝を整備し、活用する

おもてなしの心を広げる 交流の輪を広げる

町の宝である文化財や地域資源は、地域に受け継
がれてきた歴史や生活様式を知る貴重な宝である。
それらを守り、次世代に継承する。

周辺市町と連携し、史跡や観光地めぐり、食やお
土産などの地域資源の情報発信を行い、地域の活
性化や人々の交流を促進する。

地域活動団体を支援し、交流を促進するとともに、
おもてなしの心を地域ぐるみで育てる。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

上毛の宝である自然、歴史、文化資源を
生かして、おもてなしの心を持って観光
客の受け入れに住民が参画し、地域活動
やコミュニティ活動、周辺市町との交流
活動を推進する。

❶人口八千弱の町にある四つの国指定
史跡
❷修験道と深く関わる文化財、祭礼や
習俗
❸周辺の田園・自然景観と一体となる
文化財
❹民俗芸能様々な縁起やいわれのある
神社や寺院
❺地域住民によって引き継がれる神楽
❻清流のホタルや滝、四季の花等自然
環境資源

文化財等を「見てもら
う」ために、サイン整備
や、環境整備を行い、見
せる機会を増やすことに
より、文化財を町民に
とって身近なものにでき
る。
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文化財等を「知ってもら
う」ために、紹介、案内、
情報提供等に取り組むこ
とにより、文化財に興味
を持ってもらうことがで
きる。

文化財等に「関心を持っ
てもらう」ために、様々
な観点から魅力を引き出
し地域の専門家の話を聞
くことにより、価値や位
置づけを明確にすること
ができる。


